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器
具
、
魚
群
探
知
機
等
の
電
子

機
器
に
至
る
ま
で
、
漁
船
に
必

要
な
様
々
な
設
備
の
設
置
や
修

理
を
手
掛
け
る
、
漁
業
に
は
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
縁
の
下

の
力
持
ち
で
す
。

　

漁
港
に
係
留
さ
れ
た
船
舶
内

で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
修
理
の

必
要
な
部
分
を
取
り
外
し
、
工

場
に
持
ち
帰
っ
て
、さ
ら
に
は
、

船
舶
を
上
架
施
設
等
に
上
架
し

て
修
理
す
る
な
ど
、
船
体
や
設

備
の
修
理
箇
所
や
状
態
に
合
わ

せ
た
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　

漁
港
に
係
留
さ
れ
る
船
舶
内

で
の
作
業
は
、
ス
ペ
ー
ス
が
限

ら
れ
て
い
る
上
、
揺
れ
も
あ
る

た
め
、
根
気
の
い
る
作
業
で
す

が
、
故
障
し
た
船
が
少
し
で
も

　

大
田
市
に
は
、
22
の
港
が
あ

り
、
そ
こ
を
拠
点
に
、
小
型
底

引
き
網
、ま
き
網
、一
本
釣
り
、

は
え
縄
、
定
置
網
な
ど
の
漁
業

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

漁
獲
量
は
、
年
間
約
８
千
ト

ン
、
30
億
円
の
水
揚
高
が
あ

り
、
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
は
、
そ

の
日
の
う
ち
に
関
西
や
九
州
の

市
場
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
９
月
に
は
、
静
間
町

に
あ
る
和
江
漁
港
に
県
内
で
も

有
数
規
模
の
統
合
市
場
が
開
設

さ
れ
る
予
定
で
す
。
す
で
に
建

設
工
事
が
施
工
さ
れ
て
お
り
、

今
後
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
る
産

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
大
田
市
の
漁
業
を

支
え
る
企
業
が
、
以
前
は
静
間

町
和
江
地
区
や
五
十
猛
町
大
浦

地
区
、
温
泉
津
町
温
泉
津
地
区

に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

仁
摩
町
仁
万
地
区
内
に
集
積
す

る
７
社
の
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
内
、
県
内
は
も
と
よ
り

県
外
か
ら
も
修
理
の
依
頼
が
あ

る
な
ど
希
少
な
職
種
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

船
舶
関
係
設
備
と
一
言
で

言
っ
て
も
、
内
容
は
多
種
多
様

で
、
船
体
、
エ
ン
ジ
ン
、
漁
労 ▲仁万漁港上架施設で修理された船舶

▲和江漁港に係留された修理中の船舶

▶
和
江
漁
港
船
揚
場
に
並
ぶ
一
本
釣
り
船
舶

大
田
市
の
漁
業

仁
摩
町
に
集
中

◆ 

企
業
紹
介 

◆

多
様
な
修
理
に
対
応

仁
摩
町
に
集
積
す
る

　
船
舶
設
備
修
繕
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

　

大
田
市
仁
摩
町
に
は
、
大
田
市
の
主
要
産
業
の
一
つ
で
あ
る
漁
業

を
支
え
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
船
舶
の
船
体
修
理
や
関
連
設
備
の
修
繕
を
専
門
に
行
う

技
術
集
団
企
業
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　
　

大
田
市
の
漁
業
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

縁
の
下
の
力
持
ち

代
表
取
締
役
　
本
國　

利
幸

エ
ン
ジ
ン
、
漁
労
器
具
設
置
及

び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　

仁
摩
町
仁
万
１
９
８
７-

72

☎
０
８
５
４-

88-

２
７
４
７

㈲
本
國
船
舶
工
業
所

代
表
取
締
役
　
原　
　

祐
治

エ
ン
ジ
ン
、
漁
労
器
具
設
置
及

び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　

仁
摩
町
仁
万
１
９
８
７-

48

☎
０
８
５
４-

88-

２
８
３
３

㈲
原
舶
用
工
業

代
表
　
小
川　

吉
秀

エ
ン
ジ
ン
、
漁
労
器
具
設
置
及

び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　

仁
摩
町
仁
万
１
８
０
３-

４

☎
０
８
５
４-

88-

２
８
４
５

小
川
鉄
工
所

代
表
　
中
島　

龍
夫

エ
ン
ジ
ン
、
漁
労
器
具
設
置
及

び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　

仁
摩
町
仁
万
１
４
７
０

☎
０
８
５
４-

88-

２
５
１
７

中
島
鉄
工
所
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早
く
漁
に
戻
れ
る
よ
う
に
、
迅

速
な
修
理
を
心
が
け
て
お
ら
れ

ま
す
。

　

昭
和
30
年
代
頃
ま
で
は
木
材

を
材
料
と
し
た
木
船
が
主
流
で

し
た
が
、
現
在
は
船
体
の
軽
量

化
や
耐
久
性
の
向
上
の
た
め
、

Ｆ
Ｒ
Ｐ
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
等
を

素
材
と
し
た
船
舶
に
変
わ
り
ま

し
た
。
又
、
船
内
機
器
も
省
エ

ネ
の
機
器
等
が
主
流
と
な
り
高

度
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
現
場

の
技
術
力
が
さ
ら
に
重
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
個
人
事

業
主
を
含
む
７
社
は
、
そ
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
を
伝
承
す
る

使
命
を
持
ち
な
が
ら
も
技
術
者

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
悩

ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
事
業
自
体

の
継
承
も
危
ぶ
ま
れ
、
大
田
市

や
県
内
外
な
ど
の
水
産
業
を
支

え
る
業
種
と
し
て
も
危
機
的
状

況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
解
決
策
の
一
つ
と
し

て
、
後
継
者
対
策
は
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、

船
舶
関
係
設
備
修
繕
と
い
う
業

種
は
、
希
少
な
職
種
で
す
。
こ

の
企
業
の
皆
さ
ん
の
力
が
あ
っ

て
こ
そ
、
小
型
底
引
き
網
漁
や

一
本
釣
漁
に
代
表
さ
れ
る
大
田

市
の
主
要
産
業
を
守
り
、
漁
業

を
支
え
て
い
る
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

今
後
は
、
一
人
で
も
多
く
の

若
者
が
こ
の
業
種
へ
の
担
い
手

と
な
る
よ
う
応
援
し
た
い
も
の

で
す
。

▶
係
留
さ
れ
た
ま
ま
船
舶
内
で
行
わ
れ

る
エ
ン
ジ
ン
の
修
理

◀
工
場
で
修
理
す
る
た
め
、
エ
ン
ジ
ン

を
取
り
外
し
て
い
る
と
こ
ろ

◀
取
り
外
し
た
揚
網
機
の
修
理

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
の
伝
承

後
継
者
が
課
題

代
表
　
荒
瀬　

弘
之

船
体
（
木
船
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
）
の

補
修
、
修
繕

　

仁
摩
町
仁
万
１
８
０
２-

25

☎
０
８
５
４-

88-

２
４
０
８

荒
瀬
造
船
所

代
表
取
締
役
　
原　
　

勝
正

船
舶
用
電
機
設
備
及
び
メ
ン
テ

ナ
ン
ス

　

仁
摩
町
仁
万
１
７
９
８-

23

☎
０
８
５
４-

88-

２
２
２
５

㈲
中
和
電
機
公
司

船
体
（
木
船
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
）
の

補
修
、
修
繕

　

仁
摩
町
仁
万
１
９
８
７

☎
０
８
５
４-

88-

２
５
５
７

荒
瀬
好
行

　

荒
瀬
好
行
さ
ん（
84
）は
、
大

田
市
仁
摩
町
在
住
で
、
木
船
造

船
及
び
補
修
、修
繕
に
携
わ
っ
て

70
年
の
大
ベ
テ
ラ
ン
職
人
で
す
。

　

手
作
り
の
木
船
を
作
る
技
術

者
は
大
田
市
内
で
は
荒
瀬
さ
ん

ひ
と
り
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

大
田
市
に
残
る
貴
重
な
財
産
で

す
。

　

ま
た
、
日
本
の
造
船
技
術

（
木
船
造
船
）
の
歴
史
を
伝
え

る
た
め
、
荒
瀬
さ
ん
が
技
術
を

結
集
し
て
制
作
さ
れ
た
模
造
船

（
写
真
）
を
大
田
市
へ
寄
贈
さ

れ
、
五
十
猛
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
実
寸
法
の
１
／
２
）

・
開
館
時
見
学
可
能

【
問
合
せ
】
記
事
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
大
田
市
産
業
振
興
部
産
業

企
画
課
ま
で
（
☎
82-

１
６
０
０
）
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初
め
て
の
土
地
で
農
業
に
取

り
組
む
相
馬
さ
ん
や
殿
山
さ
ん

と
お
話
す
る
と
、
か
つ
て
の
記

憶
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

40
数
年
前
の
こ
と
、
い
ざ
就

職
と
な
っ
た
私
は
、
和
歌
山
の

み
か
ん
農
家
で
働
く
こ
と
を
決

意
。
単
身
、
住
み
込
み
で
の
農

作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
あ
の

時
の
経
験
が
、
そ
の
後
の
人
生

の
糧
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
受
け
入
れ
農
家
を
引
き

受
け
た
の
も
、
お
世
話
に
な
っ

た
み
か
ん
農
家
さ
ん
に
近
づ
き

た
い
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

農
業
は
健
康
が
第
一
で
す

が
、
何
よ
り
好
き
で
な
い
と
で

続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
勤
務
時
間

が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
時
に
は
天
候
に
裏
切
ら
れ

る
こ
と
も
…
。
自
分
で
判
断

し
、
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
そ
こ
が
面
白
い
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

研
修
生
の
み
な
さ
ん
は
「
や

る
気
」を
持
っ
て
き
て
い
ま
す
。

よ
い
結
果
が
で
る
よ
う
、
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

み
か
ん
農
家
さ
ん
と
は
、
生

産
者
同
士
、
今
で
も
よ
い
お
付

き
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
研
修

生
の
方
々
を
始
め
、
人
と
の
縁

は
大
切
な
も
の
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

温
泉
津
町
特
産
物

　
　
促
進
協
議
会
と
は
？

　
温
泉
津
町
特
産
の
ア
ム
ス
メ

ロ
ン
と
西
条
柿
の
生
産
者
で
組

織
す
る
団
体
で
、
藤
田
さ
ん
は

会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
温
泉
津
町
の
特
産
振
興
を
図

る
と
と
も
に
、
安
定
し
た
生
産

体
制
の
構
築
や
、
新
た
な
販
売

先
を
開
拓
し
て
い
ま
す
。

受け入れ
農家さんの
横顔
温泉津町

特産物促進協議会

メロン栽培40年
藤田文男　さん

島根の最初の印象をお聞かせください。

　島根のみなさんは温かい人が多いと思った反面、
冬の寒さには驚きでした。

何か心配したことは？

　縁もゆかりもない人を受け入れてくれるかどう
か、大変心配しました。

島根を選んだポイントは？

　サラリーマン時代、たまに島根の方とお話するこ
とがあり、よい印象を持っていました。また、ＵＩ
ターン希望を全市町にメールしたところ、大田市が
最も早く、また親切に対応していただいたのも決め
手となりました。

将来の目標は？

　農業を中心に暮らしていけるようになれば、私も
都会からＵＩターン者を受け入れていきたいと思い
ます。

ＵＩターンされる方へのメッセージをどうぞ

　人々の食卓を支える農業、自然が相手で経験が頼
りの世界です。「正しい道を選択した」と思えるよう、
今は研修を頑張っています。やればできると信じて
います。みなさんもいかがですか。

　昨年12月から研修
中の相馬さん。飛び
込みでやってきた初
めての土地で、農業
技術習得に向け頑
張っています。

相馬正人さん（47）
東京都出身

　

大
田
市
温
泉
津
町
は
、
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
や
西
条
柿

の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
み
な

さ
ん
は
、
温
泉
津
町
特
産
物
促
進
協
議
会
を
組
織

し
、
長
年
に
わ
た
り
生
産
と
販
売
振
興
に
尽
力
し
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
は
少
子
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
等

か
ら
、
同
協
議
会
も
産
地
縮
小
の
恐
れ
が
出
て
き
て

い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
何
と
か
克
服
し
よ
う
と
、
昨
年
か
ら

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
方
々
を
対
象
と
す
る
研
修
生
受
け

入
れ
を
図
り
、
産
地
の
維
持
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。

　

メ
ロ
ン
の
栽
培
技
術
の
習
得
に
向
け
、
地
域
で
が

ん
ば
る
３
人
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

農家さんによる
　ＵＩターン者の
研修受入が始まりました
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し
ま
ね
へ
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
み
ま
せ
ん
か

ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団 

産
業
体
験
事
業

　島根県が主催する就農相談会で、今年で２
回目を迎えます。東京と大阪からバスを運行
し、現地視察を通じて島根での農業を具体的
にイメージすることができます。
日　程　８月30日㈮　22時　東京駅発

　８月31日㈯　７時　新大阪駅発
　⇒島根県立農林大学校　12時30分着
　　合同相談会（13時30分～）　
　９月１日㈰　希望市町で現地視察
　９月２日㈪　希望市町で現地視察
　⇒16時30分　農林大学校発

参加費　１万円（予定）　定員40人

詳細はお問い合わせを
島根県農業経営課　担い手育成第２グループ
　担当：青砥・三輪（☎0852－22－5394）

　相馬さん、殿山さんが取り組んでいるの
は、メロンを液肥で栽培する栽培技術の習得
です。これは、島根県農業技術センターが開
発した技術で、温泉津特産協では平成21年か
ら導入を進めています。漁業者が魚を入れる
容器（通称：トロ箱）にヤシガラなどの培地
を敷きつめ、液肥を流して栽培することか
ら、「トロ箱栽培」とも呼んでいます。

トロ箱栽培の利点
土壌由来の病気が軽減
　地面と接していないので、土壌由来の病
気の軽減を図ることができます。

作業労力の軽減
　トロ箱栽培では耕運、うね立てなどの作
業が必要ないため、作業時間が大幅に削減
されます。
　温泉津では、これを利用して従来の年２
作からメロンを年２回、冬にはレタスを収
穫する年３作を実現し、地元のほか山陽、
関西方面にも出荷しています。

神々の国しまね
　就農相談会ツアー

　

ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
で

は
、
島
根
県
へ
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

を
促
進
す
る
た
め
、
県
内
の
受

け
入
れ
先
で
一
定
期
間
、
農
林

漁
業
等
の
産
業
体
験
を
行
う
場

合
に
、
滞
在
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

Ｕ

タ
ー
ン

　
　
し
ま
ね
産
業
体
験
事
業

対
象　

県
外
在
住
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
希
望
者

助
成
期
間

　

３
か
月
以
上
１
年
以
内

助
成
額　

体
験
者
助
成
額
12
万

円
／
月
、
実
家
に
居
住
し
産

業
体
験
を
行
う
者
6
万
円
／

月
、
親
子
連
れ
助
成　

３
万

円
／
月

対
象
業
種　

農
業
・
林
業
・
漁

業
・
伝
統
工
芸
・
介
護

お
問
い
合
わ
せ　

公
益
財
団
法

人　

ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財

団　

松
江
事
務
局
（
☎
０
８

５
２-

28-

０
６
９
０
）

同
財
団
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.teiju.or.jp/

８月

メロンを養液栽培で生産

「
ト
ロ
箱
」
へ

メ
ロ
ン
の
定
植
作
業

島根の最初の印象をお聞かせください。

　昨年のツアー参加時に、みなさんの温かさや優しさを感
じることができました。

何か心配したことは？

　やはり冬の寒さでしょうか。でも、今年は心配していた
雪が少なくて助かりました。

島根を選んだポイントは？

　農業やメロン栽培には、以前から興味を持っており、就
農の手がかりを探して東京の「日本橋しまね館」を訪問し
たことです。１か月経たないうちに就農相談会ツアーがあ
り、早速申し込みました。

将来の目標は？

　できれば、メロンのトロ箱栽培で生計を立てて行きたい
と思います。

ＵＩターンされる方へのメッセージをどうぞ

　こちらに来てから、天気が気になる生活が始まりまし
た。肉体的なつらさにもなれつつあります。視点を変えれ
ば、地元にはいいところがたくさんあります。ＵＩター
ン、ぜひご一考を。

　昨年の就農相談会ツアー参加がきっかけとなり、平成
25年２月から研修中です。

殿山正記さん（45）殿山裕子さん（43）神奈川県出身

ＵＩターンされた方の農業体験記
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三
瓶
山
は
、
昭
和
38
年
４
月

10
日
大
山
隠
岐
国
立
公
園
に
指

定
さ
れ
、
今
年
で
50
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
三
瓶
山
の

豊
か
な
自
然
環
境
を
次
世
代
へ

継
承
す
る
と
と
も
に
、
三
瓶
山

の
価
値
や
魅
力
を
全
国
に
発
信

し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
訪
れ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
三
瓶
山

国
立
公
園
指
定
五
十
周
年
事

業
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

三
瓶
山
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
山
開
き
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

神
事
の
後
、
三
瓶
山
登
山
を
行

い
ま
し
た
。
山
頂
に
は
積
雪
が

あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
参
加

者
が
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
山
頂
神
社
の
修
復

の
た
め
、
砂
や
セ
メ
ン
ト
等
の

修
復
材
料
を
運
ぶ
必
要
が
あ

り
、
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

約
50
人
が
、
山
頂
ま
で
資
材
を

運
び
ま
し
た
。
９
月
中
旬
に
竣

工
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
豆
原
埋
没
林
公
園
開
園
十

周
年
を
記
念
し
、
藤
岡
大
拙
氏

に
よ
る
基
調
講
演
「
古
代
出
雲

の
巨
大
神
殿
と
縄
文
の
森
」、

河
野
美
知
氏
の
進
行
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
太

古
の
森
の
伝
言
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

火
山
の
噴
火
に
よ
り
埋
没
し

た
、
４
０
０
０
年
前
の
巨
木
が

眠
る
〝
三
瓶
小
笠
原
埋
没
林
公

園
〟（
三
瓶
町
多
根
ロ
58-
２
）

で
は
、
多
く
の
入
館
者
が
、
そ

の
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー
ル
に
感
銘

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

井
山
裕
太
本
因
坊
と
挑
戦
者

高
尾
紳
路
九
段
の
対
局
が
、
三

瓶
町
の
「
四
季
の
宿　

さ
ひ
め

野
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
本
因
坊
戦
は
、
江
戸
時

代
の
碁
聖
「
第
四
世
本
因
坊
道

策
名
人
」
が
仁
摩
町
馬
路
出
身

で
あ
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
、
大

田
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ひ
め
野
で
は
、
対
局
に
あ

わ
せ
、
指
導
碁
や
大
盤
解
説
会

も
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者

が
会
場
に
訪
れ
ま
し
た
。

４
月
21
日
㈰

４
月
27
日
㈯

５
月
16
日
㈭
か
ら
17
日
㈮

◀
三
瓶
山
山
開
き
の
様
子

▲本因坊戦の様子

第
33
回
三
瓶
山
山
開
き

三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園

開
園
十
周
年
記
念
式
典

第
68
期
本
因
坊
戦

　
　

七
番
勝
負
第
一
局

○
さ
ん
べ
恐
竜
王
国

　

７
月
13
日
か
ら

　

９
月
29
日
ま
で

○
三
瓶
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
大
会

８
月
18
日

○
稲
刈
り
体
験
ツ
ア
ー

９
月
21
日

○
記
念
式
典　

９
月
29
日

○
田
舎
の
食
体
験
ツ
ア
ー

10
月
12
日

○
三
瓶
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
収
穫
祭
、
食
の
祭
典
）

10
月
13
日
か
ら
14
日

○
ぐ
る
っ
と
三
瓶
く
に
び

き
ウ
オ
ー
ク

10
月
19
日
か
ら
20
日

○
さ
ん
べ
花
火
大
会

平
成
26
年
３
月

※
こ
の
ほ
か
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
開
催
日

等
変
更
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
50
周
年
事
業
の

主
な
イ
ベ
ン
ト
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こ
の
バ
ス
は
、
三
瓶
山
の
ふ
も
と
を
周
回

し
、
朝
夕
に
石
見
銀
山
と
三
瓶
山
を
結
ぶ
バ

ス
で
す
。

　

バ
ス
運
行
は
、
三
瓶
山
国
立
公
園
指
定
50

周
年
事
業
の
一
つ
で
、
三
瓶
山
を
周
遊
す
る

新
た
な
魅
力
と
し
て
、
ま
た
、
石
見
銀
山
と

結
ぶ
こ
と
で
、
相
互
の
誘
客
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、期
間
限
定
で
運
行
し
ま
す
。

　

朝
と
夕
方
に
三
瓶
山
と
石
見
銀
山
に
直
通

便
で
接
続
す
る
ほ
か
、
11
時
か
ら
15
時
ま
で

の
日
中
は
、
三
瓶
周
回
道
路
を
反
時
計
回
り

に
４
周
し
ま
す
。

　

概
ね
１
時
間
に
１
本
程
度
の
運
行
で
す
。

　

こ
の
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
西
の
原

に
車
を
停
め
て
三
瓶
に
登
り
、
北
の
原
に
下

山
、
こ
の
バ
ス
を
使
っ
て
駐
車
場
に
帰
っ
て

く
る
等
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
登
山
ル
ー

ト
が
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
の
中
で
は
三
瓶
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
案
内
放
送
が
流
れ
る
の
で
、
バ
ス

に
揺
ら
れ
な
が
ら
三
瓶
を
一
周
す
る
小
旅
行

も
楽
し
め
ま
す
。

　

詳
し
い
運
行
時
刻
や
運
行
経
路
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
ぐ
る
っ
と
三
瓶
石
見
銀
山

周
遊
バ
ス
」
と
検
索
し
て
、
石
見
交
通
株
式

会
社
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
石
見
交
通

大
田
営
業
所
（
０
８
５
４-

82-

０
６
６
２
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

運
航
開
始
日
の
４
月
27
日
に
は
、
市
長
ら

関
係
者
が
出
席
し
、
三
瓶
温
泉
街
で
、
出
発

式
が
行
わ
れ
、「
ら
と
ち
ゃ
ん
」
や
「
テ
ン

ピ
ー
」
も
駆
け
付
け
、
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
始
発
便
に
は
、
志
学
保
育
園
の

園
児
12
名
が
乗
車
し
、
三
瓶
を
走
る
新
た
な

バ
ス
を
体
験
し
ま
し
た
。

ぐ
る
っ
と
三
瓶

　
　
　

石
見
銀
山
広
域
バ
ス

　
「
５
月
か
ら
11
月
ま
で
の

土
日
祝
日
に
運
行
」
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４
月
８
日
、「
朝
波
小
学
校
」

と「
富
山
小
学
校
」の
二
校
が
統

合
し
た
新「
朝
波
小
学
校
」の
開

校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
児
童
１
１
８
名
で
新
た
な

歴
史
を
刻
み
始
め
ま
し
た
。

　

新
し
く
制
定
さ
れ
た
校
歌
の

歌
詞
に
は
「
波
根
と
朝
山　
富

山
の　
古
い
歴
史
を　
受
け
継
い

だ
」と
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
学
校
の
伝

統
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
多
く

の
仲
間
の
中
で
一
人
ひ
と
り
の

特
性
を
認
め
つ
つ
、
切
磋
琢
磨

し
、
成
長
し
て
く
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

「
あ
た
た
か
な
場
所
」
を
披
露

し
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

池
田
地
区
の
子
ど
も
た
ち

は
、
第
一
中
学
校
へ
登
校
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
く

で
き
る
多
く
の
仲
間
と
こ
れ
ま

で
以
上
に
勉
学
に
取
組
み
、
選

択
肢
の
広
が
る
多
様
な
部
活
動

を
通
し
て
知
徳
体
と
も
に
充
実

し
た
中
学
校
生
活
を
送
っ
て
く

れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

富
山
小
学
校
は
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
要
害
山
な
ど
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
て
お
り
、「
た

く
ま
し
く
心
豊
か
な
富
山
の

子
」
を
校
訓
と
し
て
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
を
活
か
し
た
教
育
活

動
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
取
り
入
れ
な
が
ら
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

閉
校
式
の
後
に
地
元
実
行
委

員
会
主
催
に
よ
る
「
あ
り
が
と

う
富
山
小
学
校
」
が
開
催
さ
れ

富
山
小
学
校
で
20
年
来
続
く
田

植
え
ば
や
し
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
児
童
全
員
が
一
生
懸
命
に

舞
い
、
参
加
者
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
、
４
月
よ
り
新

「
朝
波
小
学
校
」
へ
の
統
合
に

よ
り
閉
校
と
な
る
富
山
小
学
校

の
閉
校
式
が
同
校
の
体
育
館
で

行
わ
れ
、
１
３
８
年
に
及
ぶ
歴

史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

富
山
小
学
校
の
歴
史
は
、
明

治
８
年
に
山
中
小
学
校
が
設
立

さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
後
教
育
制
度
の
変
更
や

市
町
村
合
併
に
よ
る
名
称
変
更

が
行
わ
れ
、
昭
和
29
年
大
田
市

立
富
山
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

池
田
中
学
校
の
閉
校
式
が
ま

だ
肌
寒
い
３
月
17
日
に
池
田
小

中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
66

年
に
及
ぶ
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

　

池
田
中
学
校
は
昭
和
22
年
三

瓶
中
学
校
池
田
分
教
場
と
し
て

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
昭

和
29
年
に
市
町
村
合
併
に
よ
り

大
田
市
立
池
田
中
学
校
と
な

り
、「
自
主
・
敬
愛
・
剛
健
」

の
校
訓
の
も
と
、
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
を
生
か
し
た
教
育
活
動

に
よ
り
開
校
以
来
多
く
の
優
れ

た
人
材
を
輩
出
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
近
年
は
生
徒
数

が
減
少
し
、
第
一
中
学
校
へ
統

合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

閉
校
式
の
後
に
地
元
実
行
委

員
会
主
催
に
よ
る
「
池
田
中
学

校
お
別
れ
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
池
田
中
学
校
最
後
の
卒

業
生
３
人
が
中
学
校
の
歴
史
を

発
表
、
練
習
を
続
け
て
き
た
箏こ

と

の
演
奏
を
行
っ
た
ほ
か
、
閉
校

に
あ
た
り
自
分
た
ち
の
気
持
ち

と
地
域
の
気
持
ち
を
歌
に
し
た

「
富
山
小
学
校
」
閉
校
式

新
「
朝
波
小
学
校
」
開
校

「
池
田
中
学
校
」
閉
校
式

▶
富
山
小
学
校
、
旧
校
舎

▶
閉
校
記
念
行
事
で
田
植
え
ば
や
し
を

披
露

▶
池
田
中
学
校
、
旧
校
舎

◀
新
「
朝
波
小
学
校
」
開
校
式
の
様
子



9 どがなかな大田市です　2013.6

シリーズ石見銀山㉔　町並み保存地区を歩く
～伝建地区における“修景”の効果～

　今年のＧＷは好天に恵まれ、石見銀山の町並みも家族で散策を
楽しむ観光客でにぎわっていました。
　さて、みなさん“伝建地区”という言葉をお聞きになられたこと
があるのではないでしょうか。伝建地区とは、「伝統的建造物群
保存地区」の略称で、町家や石造物等の伝統的建造物、樹木や庭
園等の環境物件からなる地域固有の環境資源が集合体として価値
をなしている町並みや集落を保存地区として定めたものです。そ
の中でも国（文化庁）から選定を受けた地区を「重要伝統的建造
物群保存地区」（以下、「重伝建地区」）といい、昭和50年に７地
区から始まった重伝建地区も、今では全国に102地区を数えます
（平成25年５月現在）。大田市には２つの重伝建地区があり、大森
銀山地区は昭和62年に鉱山町として、温泉津地区は平成16年に港
町・温泉町として選定を受け、それぞれ世界遺産における重要な
構成資産ともなっています。
　伝建地区における保存事業の主な取り組みには建造物の「修理」
と「修景」があります。「修理」は、保存物件として特定した伝
統的建造物について、特性の維持や継承を目的として修繕や復原
を行うものです。一方「修景」は、比較的新しい既存の建造物等
について、地域固有の伝統的様式をふまえた外観へと調和を行う
ことにより、町並みの連続性や特性の向上を図り、地区の歴史的
環境を整えていくもので、保存地区内の空き地に新築を行う場合
もあります。「修景」が果たす景観的整備は、保存地区の歴史的
風致の向上にたいへん大きな効果があります（写真①､ ②）。

　このような保存事業には地
区の特性を守るためのルール
がある一方で補助制度もあ
り、歴史的な環境において可
能となる穏やかな暮らしや伝
統的建造物を活用した個性的
な店舗を求める方にとってた
いへん魅力的な舞台となって
います。みなさんも豊かな自
然と文化的な環境の中での暮
らしを実現してみませんか。

【問】教育委員会教育部石見銀山課 ☎0854-82-1600（内線339）

写真①　既存建物の修景例
　　　　（上：修景前、下：修景後）

写真②　新築の修景例
　　　　（上：修景前、下：修景後）

らとちゃん劇場①
　らとちゃんは、螺

ら

灯
とう

と銀山の抗夫の衣装を
モチーフにした大田市
のマスコットキャラク
ターです。螺灯とは、
サザエの殻に油を入れ

て火を灯す灯りのことで、石見銀山の
間歩（坑道）で使われていました。
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みんな
！　待っとるでな～

2013三瓶高原クロスカントリー大会
期日　８月14日～８月17日（予定）
会場　龍御前神社（温泉津温泉街）
龍御前で行われる夜神楽にあわせ、神社周辺に竹
灯篭を灯します。普段とは一味違う、幻想的な雰
囲気に包まれます。

【問】　小林工房
☎０８５５－６５－２５６５
温泉津温泉旅館組合（輝雲荘）
☎０８５５－６５－２００８

温泉津竹灯篭 in 夜神楽

主　催　大田市、三瓶ツーリズム実行委員会
参加料　大人　５,０００円　小人　２,５００円
■稲刈り体験
期日　９月21日㈯　10時～
会場　三瓶町池田
三瓶で米作り体験、温泉入湯付き
特典のお米お持帰り
■田舎の食体験
期日　10月12日㈯　10時～
会場　山口町佐津目
コンニャクや豆腐づくり体験、温泉入湯付き
特典のお米お持帰り

【問】　おおだ定住支援センター
☎０８５4-８２-1６００㈹

田舎体験ツアー

日時　８月25日㈰
会場　大田市民会館大ホール
一般公募による一般市民参加型ミュージカルの公
演。
全席自由〈前売り〉1,０００円（当日1,２００円）

【問】　大田市民会館
☎０８５4－８２－０９３８

オリジナル創作ミュージカル「森の迷子たち」 期日　８月18日㈰　雨天決行
会場　国立公園三瓶山西の原　
　　　三瓶高原クロスカントリーコース
参加料等　　　
　★クロスカントリー（２㎞、３㎞、５㎞、８㎞）
　　一般：３,０００円／高校生以下：1,０００円
　★ウォークラン　（１㎞、２㎞）　　
無料（当日参加も可）ウォークランは完走を
目的とし、タイムはとりません。

参加資格　小学４年生以上で健康な人。ただし、
５㎞、８㎞への出場は自己記録が５㎞は35分以
内、８㎞は50分以内の方に限る。ウォークランは
幼児以上（幼児は保護者同伴）で健康な人なら誰
でも参加できます。
申込締切日　平成25年７月12日㈮　　
申込先　大田市教育委員会内

【問】　三瓶高原クロスカントリー大会事務局
☎０８５4-８２-1６００（内線313）
※詳しくはホームページをご覧ください
http://www.city.ohda.lg.jp/6774.html

期日　９月22日㈰、23日㈪
会場　大田市駅前通り
大田市駅前通りの両側に約2キロにわたって露店
が立ち並びます。

【問】　大田商工会議所
☎０８５4－８２－０７６５

彼岸市「中日つぁん」

期日　10月15日㈫
会場　喜多八幡宮、南八幡宮（大田町）
高野聖や大幟、負幟などが行列をつくって町を練
り歩きます。島根県指定無形民俗文化財。

【問】　大田まちづくりセンター
☎０８５4－８２－６２4０

高野聖（こうやひじり）
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おおだ情報ＢＯＸ
期日　７月28日㈰　※予備日８月３日㈯
会場　波根海岸
キャンドルに浮かぶ波根海岸。波の音を聞きなが
ら幻想的な夜をお楽しみください。

【問】　波根まちづくりセンター
☎０８５4－８５－８６２５

キャンドルナイト in 波根海岸

日時　８月13日㈫・14日㈬・15日㈭
　　　３日間とも21時頃～
会場　琴ヶ浜（仁摩町）
太鼓の音と口説きが夜空に響き、鳴り砂で有名な
琴ヶ浜海岸を会場に優美な盆踊りが行われます。

【問】　馬路まちづくりセンター
☎０８５4－８８－９０７０

日時　７月27日㈯　18時～
会場　仁摩サンドミュージアム周辺
各種ステージイベントや屋台、花火など。

【問】　ごいせ祭り実行委員会　銀の道商工会経営
支援センター
☎０８５4－８８－２５1３

琴ヶ浜盆踊り
にまごいせ祭

★大田会場
期日　８月３日㈯
会場　大田市民会館メイン会場
★久手会場
期日　８月４日㈰

【問】大田市役所産業企画課
☎０８５4－８２－1６００㈹

第33回　天領さん

期日　８月13日㈫［予定］
会場　福光海水浴場
※雨天の場合は温泉津まちづくりセンターが会場
福光海岸の美しい夕日やかがり火を背景に、勇壮
な舞が繰り広げられます。

【問】　小林工房
☎０８５５－６５－２５６５
温泉津温泉旅館組合（輝雲荘）
☎０８５５－６５－２００８

海　　神　　楽
期日	 8月10日㈯
会場	 温泉津港周辺
今年もやります！毎年恒例の温泉津温泉夏祭り！
花火大会はもちろん、ステージ企画やフードフェ
スティバルなど、催しも盛りだくさん！

【問】　銀の道商工会	
☎０８５５－６５－111０

温泉津温泉夏祭り



　表紙の写真は現在のように植林されていない頃の三瓶山（西の
原）の写真です。写真の撮られた正確な時期は不明ですが当時を
知る三瓶町池田の村田有郷さんに話を聞かせていただきました。
　三瓶山は大田市周辺地域の学校の遠足地として多くの人が集
まっていました。当時の三瓶山は草原に覆われ、雄大な景色が広
がっており、山頂まで登らずに大田市を一望できていました。草
原が広がっていたため遠足で来た子供たちは山頂まで競争して登
り、早い子供は30分ほどで登頂できたそうです。
　現在の三瓶山は木で覆われた姿をしています。このような姿に
変化してきたのは昭和46年の第22回全国植樹祭が契機となりまし
た。国土緑化運動のために行われたこの植樹祭では島根県の木「クロマツ」の苗木1万9000本が植えられまし
た。その後、昭和54年には県造林推進大会植樹祭が行われ、現在の三瓶山の姿へ変わっていきました。
　現在、三瓶山西の原では、草原の景観や希少動植物の生息地として価値が見直され、草原の維持や火災防
止を目的として毎年３月、野焼きが行われています。

この情報誌は定住促進を目的に発行しています。
発行／ 大田市役所総務部まちづくり推進課　TEL：0854-82-1600　FAX：0854-82-5885

〒694－0064　島根県大田市大田町大田ロ1111番地　E-mail：o-matidukuri@iwamigin.jp　http://www.city.ohda.lg.jp/
“おおだ”の定住サイト「どがどが」　 http://www.teiju-ohda.jp/ どがどが 検索

　鬼村鉱山は、明治42年（1909）から昭和42年（1967）にか
けて、日本国内で「石膏

こう

」の主要な産地の一つでした。
　鬼村の古屋谷石膏場では、慶応年間（1867）頃より漢方薬
として上方へ売られていたといわれます。石膏はコンクリー
トの原料であるほか、医療用のギブス、石膏ボードなどに使
用されます。鬼村の石膏の品質は高く評価され、100人以上
の働き手が居た地域の主要な産業でもありました。この鉱山
の記録は、50年余り鉱山で勤務していた夏野金次郎氏（1898-
1975・八代）の手記「石膏山記」の存在を故桜井貞光氏（久
利町）が知り、貴重な記録として紹介されました。
　この記録は鬼村下自治会（渡辺隆司会長）の会報でも紹介
されてきましたが、その歴史に関する概要を紹介します。

▲笹川の左岸にある鬼岩は、２千万年前頃の凝灰岩で奇岩とし
て県の天然記念物に指定。鬼岩前の市道沿線にトロッコ軌道が
あり、石膏が運び出されていました。

▲鬼村鉱山への軌道跡と推測される
道路（ＪＲ静間駅南側）

あの頃～三瓶山西の原の風景（三瓶町）～

石
せっ

膏
こう

で賑わった鬼
おに

村
むら

鉱山（大屋町）

三瓶山西の原

ふるさとは今

　鉱山の開発は明治42年、鵜
う

鷺
さぎ

村（出雲市大社町）の山師商人・岡有一氏が仁万に宿泊した際に鬼村で石膏が
採れることを知ったのがきっかけとなりました。大正７年（1918）、鉱山所有者の塩田万市氏が、大阪石膏株
式会社を創立し鬼村松代出張所を置いて経営を行いました。
　昭和初期の石膏生産は、島根県が全国生産量の７割以上を占めていたといわれます。
　また、鉱山から産出した石膏は、開発当初は人が静間まで背負って運び、そこから荷車で和江港へ運んで船
積みしていました。大正初年に輸送の不便さを解消するため、道路がつくられ馬車運搬になり、その後、道路
に沿ってレールが敷かれトロッコ軌道が和江港まで整備され、昭和15年（1940）まで操業（静間軌道株式会社）
されました。
　鬼村鉱山は、昭和42年９月まで60年間操業が続きました。石こうの「膏」
の字の使用も鬼村が最初であったといわれています。100年前の往時を偲ぶ面
影は少なく、鉱山跡は竹藪に覆われ沼地となっており、貴重な歴史を伝える
人は、今はいないということです。　　〔参考：鬼村下自治会会報（鬼村のむかし）より〕

ＪＲ静間駅から大屋方面（市道静間大屋線）車で15分
詳しくは、大屋まちづくりセンター（☎0854-82-5580）まで

鬼村鉱山跡への
行き方


